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今月のテクノスコープでは微生物を利用した資源回収を特集
しました。昨今の世界情勢により、希少金属の安定供給はます
ます困難になっております。2021年の東京オリンピックでの、
都市鉱山として使用済の電子機器を回収した金属をメダルに再
利用しよう、というプロジェクトも記憶に新しいところです。
希少金属だけでなく全ての資源が有限である事を改めて認識す
ることは勿論ですが、さらに進んで、本稿のように環境に配慮
した再生方法を模索することが、持続可能な社会の実現に近づ
く重要な一歩なのではないでしょうか。

かくいう私も、学生時代に秤量した希土類金属をうっかり放
置してしまったことがあります。銀色に輝く金属の塊が、もの
の数十分で白い灰のような粒に崩れ落ちるのを目にし、それま
での「金属＝硬い」という自分の中の常識が、いかに狭い範囲で�
物事を捉えていたかという事に気付かされました。技術の進歩
は、いつも常識を疑うことで生まれてきました。地球上の限り
有る資源を有効に利用するために、技術者として何が出来るか。�
常識とは何か？という気持ちを、改めて思い起こしています。
� （M.F.）

編  集  後  記

106

ふぇらむ Vol.27（2022）No.6



http://www.minco.co.jp www.meihosha.co.jpinfo@meihosha.co.jp
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高再現性・迅速測定

〇板状、線材の単純形状

〇最高温度：1000℃

弾性率と内部摩擦の高高温温測測定定でで最最高高のの装装置置

高高温温弾弾性性率率等等同同時時測測定定装装置置

EG-型型 (HT 高温用､LT 低温用)
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内部摩擦同時自動測定
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まてりあ 2110～・粉協 2110～ 2103 ふぇらむ

等方体や単結晶の弾性率と共に弾性定数 Cij
の測定で、最先端研究に大きく寄与

電電磁磁共共振振式式弾弾性性率率･･弾弾性性定定数数測測定定装装置置
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〇より詳細な力学特性測定

弾性定数(弾性スティフネス Cij) から求め

るヤング率､剛性率、ポアソン比は高精度

〇新素材研究時の小試料で測定できます。

5mm 程度の直方体や円柱の測定。

〇単結晶、多結晶

〇最高温度 1200℃
〇自自動動解解析析ソソフフトト開開発発中中

現在､等方体と立方晶の

解析まで完成。順次他の

結晶に対応します。
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